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Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

登録定員

Ⅴ アウトカム項目

愛の家グループホーム小田原久野は、開設から１年の新しい事業所です。小田急線
足柄駅、またはＪＲ大雄山線の井細田駅から程近い場所に位置しています。設置法
人は神奈川エリアで１７のグループホームを運営しています。
＜優れている点＞
ホーム長は職員をケアスタッフではなく、利用者の生活や人生、命を支える「ライ
フサポーター」として捉えています。家族の情報から、本人の好きな歌を職員が折
に触れ歌いかけることで発語につながったり、職員の適切な支援で排泄医療器具を
外して排泄ができるまで改善した複数の事例があるなど、事業所での生活が利用者
に良い影響をあたえていることがうかがえます。また、自立度の高い利用者には、
入浴時に浴室外で声をかける程度にとどめるなど、利用者にとって必要な部分だけ
を支援することも常に心がけています。職員は「ライフサポート」に込められた思
いを理解し、入居前から親しんでいるサークル活動継続、排泄場所や後始末の方法
など一人ひとりの生活スタイルを尊重したケアの実践に努めています。
＜工夫点＞
市の認知症サポーターキャラバン活動に参加しています。認知症サポーター養成講
座の場所を提供し、ホーム長はその講師役も務めています。また、事業所のお知ら
せや法人の広報誌「つながり」を担当者に持参し、近況や取り組みについて伝えて
るなど、市との良好な協力関係構築を図っています。

　認知症対応型共同生活介護を運営するにあたり、スタッフ一人一人が認知症を理解
し、その人の気持ちをしっかり受け止め、その人の気持ちになり、その人らしい生活
ができるようお手伝いいたします。小田原久野ではスタッフの呼び名をケアスタッフ
ではなくライフサポートとしております。ライフサポートのライフの意味に生活、人
生、命の意味があり、その一つ一つの言葉に対してスタッフがサポーターもしくはサ
ポートできるスタッフであってほしいとの思いでライフサポーターとしております。
入居者様のできる事をみつけできない事だけを手伝う認知症ケアに一番大切なことが
できるようにと考え願っております。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援 15 ～ 22

自己評価項目

 1 ～ 14

56 ～ 68

36 ～ 55

平成26年7月9日

サービス種別

定　 員　 等

愛の家グループホーム小田原久野

□ 小規模多機能型居宅介護

■

評 価 結 果
市町村受理日

認知症対応型共同生活介護

神奈川県小田原市久野　169-2

通い定員

自己評価及び外部評価結果

所　　在　　地

事 業 所 番 号

株式会社フィールズ



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

○ 3．利用者の1/3くらいの ○ 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが ○ 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 愛の家グループホーム小田原久野

 ユニット名

株式会社フィールズ



愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

行政への報告や現状は伝えている。社
会福祉協議会の地域担当とも交流して
いる。

市の認知症サポーターキャラバン活動
に協力しており、ホーム長はその講師
役も務めています。事業所のお知らせ
や法人の広報誌「つながり」を担当者
に持参し、近況や取り組みについて積
極的に伝えています。

ご意見等をいただき修正に向けて努力
はしているが、まだ不十分

運営推進会議は２ヶ月ごとに年６回実
施しています。利用者代表、家族、
オーナー、社会福祉協議会、地域包括
支援センター職員の参加があり、報告
や意見交換をしています。日程の都合
もあり、自治会長、民生委員の参加は
今後の課題と考えています。

地域密着の事業であることの
主旨を十分に理解してもらう
ことで、自治会や民生委員へ
の参加の促がしが期待されま
す。

６月に認知症サポーター研修を実施今
後も１１月に実施する。

　

地域の自治会に加入し掃除に参加お肉
屋さん主催のイベントに入居者様と参
加している。

自治会に加入し、川の清掃や祭りなど
に参加し交流をしています。近隣の精
肉店主催のバザーに利用者が販売の応
援で活躍したり、地域ボランティアに
よる大正琴やハーモニカ演奏の機会が
具体化するなど、徐々に交流が進んで
います。

　

オープン前の研修にて理念の意味を理
解し、理念を元に少しずつ実施してい
る。

「ユニット会議」及び「全体会議」の
場で法人の運営理念を共有し、唱和を
しています。事業所では、職員はケア
スタッフではなく「ライフサポー
ター」として利用者の生活スタイルを
尊重し、利用者中心の心のこもったケ
アの実践に努めています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

年に６回運営推進会議を実施し、地域
の方が参加し運営内容をお伝えしてい
る。

「意見箱」を玄関フロアに設置して意
見を取り入れる機会にしています。年
に一度、法人本部による家族アンケー
トを実施しています。出された意見は
家族や事業所にフィードバックするシ
ステムが整っています。

改定等がある際は書面にて通知してお
ります。不明点は説明をしっかりおこ
なっております。

自ホーム内で、一名成年後見制度を適
用しております。今後もご家族には活
用できるようお話しします。

月一回の全体会議・ユニット会議等で
注意喚起しております。スピーチロッ
クにも意識をおいてます。

夜間帯は夜勤者一人の為施錠しており
ます。以外は身体拘束はしておりませ
ん。

身体拘束廃止宣言のポスターを事務所
に掲示し、職員が常に見て考えられる
ようにしています。ホーム長は、法人
のマニュアルを基に言葉による拘束も
含めて説明をしたり、本部の職員研修
の中でも定期的に取り上げて拘束をし
ないケアに取り組んでいます。

株式会社フィールズ



愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

入居前にアセスメントを取り、ケアプ
ランに要望等を入れ、スタッフ一同で
安心した関係づくりに努めています。

グループホーム連絡会への参加、ケア
マネネットワークへの加入で交流を
持っている。

ホーム内研修は月一回実施、行政やグ
ループホーム連絡会主等の研修参加。
法人として神奈川エリア内で研修実施

悩み等はスタッフより聞き改善に努め
ているが、給与水準等は本社基準のた
め自ホームでは難しい。

各フロアーユニット会議内での意見、
定期的に面談等を実施し意見を聞き実
施している。

ホーム長やリーダーに対して自由に意
見が言えるような雰囲気があり、結果
として職員のモチベーション向上につ
ながっています。リビングのレイアウ
トについても利用者同士の関係性やユ
ニットごとの職員の意見を参考にし
て、反映しています。

株式会社フィールズ



愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

馴染みの人との関係が継続できてい
る。ご入居者は１～２名程度ですが、
馴染みの場所へはドライブや外出レク
などに行き、思いだされております。

事業所に訪問しやすい雰囲気作りや、
もてなしとして、家族の面会時は職員
が必ず玄関で出迎え、帰りにも玄関ま
で見送っています。思い出の場所への
ドライブや、入居前から続けている
サークル活動への外出の折は、家族の
協力を得て関係継続の支援をしていま
す。

ご家族に月一回の状況報告を行い、必
要に応じて連絡し相談助言をいただい
ております。

家事や掃除など生活リハビリにつなが
る事は積極的にスタッフより声を掛け
実施している。

「その時」必要な支援は、家族との情
報からケアプランに反映し実施してい
る。他のサービス利用には着手できて
いない。

入居以前、入居時に不安事要望を聞
き、ユニットで共有している。

株式会社フィールズ



愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

週１回の訪看、月２回の往診で心身状
態を伝え助言を頂いております。日々
ケース記録に記入し、現状把握に努め
ています。

入居時アセスメントや家族より、過去
の情報を聞き取る事に努めています。

スタッフ目線でのケアプラン作成では
なく、必ずご入居者本位に作成検討し
ております。

家族の情報から、本人の好きな歌を職
員が折に触れ歌いかけることで発語に
つながった事例があります。テラスの
ベンチに座って過ごすことで安定した
表情が見られるようになったり、一人
ひとりの思いや意向の把握に努め、希
望に沿った支援をしています。

退居時に助言や支援をおこなっており
ます。契約が終了しても、ご家族の許
可をいただき、面会等にいくこともあ
ります。

関係性を構築していくために、日々ス
タッフが様子観察し、トラブル等につ
ながる恐れがある場合は、必ずスタッ
フが間に入って傾聴しております。
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愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

往診医との連携は計れております。
が、往診契約をされていない、ご入居
者のかかりつけ医との連携がうまく取
れていない。

事業所の協力医は月２回、歯科医は週
１回訪れて適切な医療を受けられるよ
うに支援しています。入居前からのか
かりつけ医受診の際、基本は家族対応
とし、事業所からかかりつけ医に情報
をＦＡＸしています。家族の状況に応
じて職員が付き添う場合もあります。

近隣のお肉屋さんとのつながり自治会
への加入、社会福祉協議会地域担当と
の連携を取り参加しております。

柔軟な支援はおこなえているが、サー
ビスの多機能化には着年できていな
い。

ケア記録を日々残し、情報共有しなが
ら介護計画見直しに活かしている。

本人、家族、スタッフからヒヤリング
を行い、ケアカンファレンスを開催
し、介護計画を作成している。

介護計画に関する担当者会議に家族が
出席する場合もあります。職員は日々
介護計画に即した記録を心がけていま
す。１週間、１ヶ月、３ヶ月とそれぞ
れ丁寧にまとめ、モニタリングを行
い、現状に即した介護計画となるよう
に努めています。
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愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

消防訓練、避難訓練は半年に１回実施
しているが、地域との協力体制はまだ
できていない。

年に２回、消防訓練・避難訓練（夜間
想定を含む）を行っています。２階ユ
ニットの利用者は実際に外階段を使っ
て訓練をしています。「備蓄食材棚卸
表」に基づいて備蓄をしています。地
域との協力体制に関しては、今後の課
題と考えています。

いざという時、事業所のみで
は対応の限界があることを踏
まえ、地域との協力体制構築
に向けて取り組まれることも
期待されます。

救急時対応へは研修をおこなっている
が、定期的には実施できていない。

まだ自ホームでは該当者は居ない為、
方針説明は現在までおこなっていない
が、入居前契約時に、説明はしてい
る。

入居時に「重度化した場合の対応に係
る指針」「看取り介護に係る指針」に
基づいて説明しています。現在事業所
では重度化や終末期に該当する利用者
はいませんが、同一法人の他事業所の
看取り事例の情報を収集するなど、支
援に向けて取り組む姿勢です。

入院時、看護サマリー、往診医よりの
連絡で情報伝達している。入院時は病
院へ来訪しＮＳ、家族への聞き取り実
施

情報伝達をし連携は取れている。

株式会社フィールズ



愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
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価
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外部評価

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

毎日ではないが食事準備もおこなって
いる。片付けは毎日できている。

利用者は食事の準備や後片付けを無理
のない範囲で行っています。苦手な食
材がある献立の時は、味付けや調理方
法をその都度確認するなど一人ひとり
に配慮しています。庭でバーベキュー
をしたり、寿司や弁当、ファミリーレ
ストランでお茶を飲むといったお楽し
みも適宜取り入れています。

洋服の選択は入居者におまかせてい
る。介助が必要な方にはを支援してい
る。

なるべく希望に沿って生活していただ
けるよう支援しているが、まだ不十分

自己決定できるように働きかけている
が、危険が伴う場合止めている事もあ
る。

ご入居者一人一人にあった声掛けを実
施している。

人権やプライバシーについては研修計
画に基づいて、全体会議や本部主催の
研修で学び、理解を深めています。利
用者の希望で「ちゃん」づけで呼びか
ける場合は、家族に相談し了解を得た
上で行っています。入浴時の同性介助
も本人の意向に沿って支援していま
す。
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愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
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己
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評
価
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外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

曜日や時間帯は設定しているが、希望
時は入浴している。拒否時も無理した
入浴はおこなっていない。

入浴は週２回を基本としていますが、
利用者の希望を優先して柔軟に対応し
ています。申し出があれば２４時間入
浴可能としています。湯はその都度入
れ替えています。自立度の高い利用者
には、職員は浴室外で声をかける程度
の支援にとどめるなどの配慮をしてい
ます。

運動療法等の支援はあまりできていな
いが、排便管理は往診医、訪問看護と
連携している。

その人にあった排泄支援をしている。 職員は必要な部分だけを支援するよう
に心がけています。利用者の生活歴に
配慮して、排泄場所や後始末の方法な
ど個別に対応をしています。職員の適
切な支援で、排泄医療器具を外して排
泄ができるまで改善した複数の事例が
あります。

本人の力に応じた歯磨きの促がしは実
施。介助者には口腔ケア実施、週１回
歯科医師が来ている。

拒否等がなければ水分確保はできてい
る。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

お金を所持している入居者もいるが、
全員ではない。

日々はできていないが、スタッフ数等
加を味しおこなっている。地域からの
お誘いには参加できる時は参加してい
る。

散歩や買い物のほか、レクリエーショ
ンで、小田原城址公園やフラワーガー
デンにドライブを兼ねて出掛けていま
す。桜の花見やいちご狩りといった季
節を感じる外出も心がけて支援してい
ます。個別の外出は家族の協力を得な
がら支援しています。

ご本人に合わせた楽しみ等は実施して
いるが、不十分

往診医と連携し、服薬支援等は実施し
ている。

入居者のペースに合わせて支援してい
る。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

自立できる環境づくりはできている
が、トイレの場所は標記している。

家族と相談し、居室作りはしている。 ベッドや家具など、本人の動線を考
え、家族と相談しながら配置をしてい
ます。自作の小さな椅子、位牌、家族
の形見の品といった思いの深いのもの
を大切に飾り、その方らしく過ごせる
ように支援しています。

１Ｆはかざり棚や畳などを設置し対応
している。

ガチャガチャしたかざり付けはしてい
ない。落ち着く環境づくりはできてい
る。

リビングの窓は大きく、明るくゆった
りとしています。１つのユニットで
は、畳のコーナーを設けています。飾
りつけは最小限にとどめ、落ち着いて
過ごせるように配慮をしています。利
用者が丹精して育てたた蘭やシクラメ
ンの鉢植えがさりげなく置かれて居心
地よく過ごせるよう工夫しています。

希望時は電話ができるよう支援してい
る。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない ○ 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

 事業所名 愛の家グループホーム小田原久野

 ユニット名 小田笑城

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

株式会社フィールズ



愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

ユニット会議やホーム会議等で、職員
が集まる際に唱和し、確認していま
す。

今は実施できていません。が、今後は
実施できるように計画したいと思いま
す。

　

ホームと取り引きのある精肉店主催の
バザーに参加したり、地域で開催され
るコンサートなどの情報を頂いていま
す。

　

実施していません。

２ヶ月に１回開催し、報告などをおこ
なっています。

株式会社フィールズ



愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

ユニット会議やホーム会議で共有と防
止に努めています。

ホームに夜勤者のみの場合は施錠して
いますが、その他の時間は施錠せず、
日常の身体拘束の実施はありません。

基本管理者が契約等の説明を実施して
いるので、ユニットリーダーは行って
おりません。

該当者がいない為、まだ周知できてい
ません。

意見箱を設置しています。

株式会社フィールズ



愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

毎月１回ユニット会議を開き、情報共
有や話し合いをしています。

研修の伝達講習の実施や教育担当を決
めて新人にはトレーニングを重ねてい
ます。

スタッフがやりがいを持てるように居
室担当を設置しています。

本人にストレスを与えず、傾聴し、信
頼関係づくりにつとめています。

交流会に行けていません。

株式会社フィールズ



愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

アセスメントの段階で本人とその家族
の話をしっかり傾聴しています。

連絡を密に取り、信頼関係の構築につ
とめます。

ご家族に協力を頂き、定期的な面会や
外出をすすめており、実施できていま
す。

家事参加などの機会をもうけて一緒に
暮らす環境を作っています。

本人のキーパーソン以外のご家族とも
関係性を作り、支援につとめていま
す。

株式会社フィールズ



愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

利用者同士が口論になりそうな時は、
スタッフが間に入り、関係性が悪化し
ないように努力しております。

日々の暮らしの中で話される話の中か
ら思いをくみ取ったり、傾聴していま
す。

転居された利用者の面会に行こうと計
画中です。

カンファレンスなどで把握していま
す。

ご家族や友人の面会時は以前の様子を
聞き、情報収集につとめています。

株式会社フィールズ



愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

本人のこまかな発言も記録に残すよう
つとめて、日頃の観察や気づきを共有
しています。

ケアマネが担当者会議を開いた際に
は、現場職員としてコメントを出して
ケアプランに反映してもらっていま
す。

近隣へのドライブや散歩、特にフラ
ワーガーデンに散策にいき、季節のお
花などを鑑賞し楽しまれております。

入居者の変化に応じて、ご家族に助言
をいただいて柔軟なサービス提供をお
こなっております。

往診・訪問歯科はホームのルールとし
てではなく契約制であると伝えていま
す。

株式会社フィールズ



愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

訪問看護の日はナースと情報交換を密
にしています。

往診医よりの意見などをもとに、ご家
族に今後の方針や、今後起こりうるこ
とを伝え方針を共有しております。

特に管理者が実施しております。入院
時は看護サマリーを渡しております。

消防訓練を１年に２回実施していま
す。

研修などを実施し、緊急時の備えをお
こなっています。

株式会社フィールズ



愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

特に働きかけはしていませんが、自己
意志は見られています。

個別ケアの実施につとめています。

洋服や装飾品について話しかけていま
す。

職員主体の業務の流れではなく、利用
者のペースに合わせた業務内容になっ
ています。

苦手な物を把握し、代替品で対応して
います。
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愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

医療と連携を取り、個別ケアにつとめ
ています。

トイレでの排泄が出来るようにトイレ
の場所の貼り紙や看板は目立つものに
しています。

本人の状況に合わせて声かけをした
り、見守ったりしています。

ある程度、曜日と時間を設定はしてい
すが、それにとらわれず臨機応変に対
応しています。

特にしていません。

株式会社フィールズ



愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

薬剤師との連携を図り実施できていま
す。

プライベート時間も大切にし、生活の
場として提供しています。

要望に出来るだけ答えてはいますが、
毎日出来ていません。

全員が統一したケアが出来ているとは
言えません。

ご家族の同意のもと、ご自分でお金を
所持されている方が２名おります。

株式会社フィールズ



愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

利用者が電話したいと思った時は、電
話できる体制になっています。

棚を工夫し、観察しながらも、利用者
が死角になれる場所を提供していま
す。

たたみをもうけ、和の空間をコンセプ
トにしており、冬はコタツも設置し、
リラックスしてもらえています。

死角は多いです。

入居時に使いなれたものを持ってきて
もらえるよう協力を得ています。

株式会社フィールズ



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

 事業所名 愛の家グループホーム小田原久野

 ユニット名 かまぼこ

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

株式会社フィールズ



愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につ
なげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協
力関係を築くように取り組んでいる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

ユニット会議・ホーム会議にて、唱和
をおこない、意識づけをしている。

運営推進会議などで２か月に１回活動
報告をし、理解していただいている。

　

ホームと取引のある精肉店主催のバ
ザー参加したり、ホーム隣の川の掃除
に参加したりしています。

　

市主催の研修には参加しています。

２ヶ月に１回開催し、報告などをおこ
なっています。

株式会社フィールズ



愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる。

ユニット会議・ホーム会議で、共有と
防止につとめています。

ホームに夜勤者のみの場合は、施錠し
てますが、他の時間は、おこなわず、
日常も身体拘束の実施はありません。

基本管理者が契約等の説明を実施して
いるので、ユニットリーダーは行って
おりません。

当ユニットにて成年後見制度を適用し
ている方が１名います。

２か月に１回の運営推進会議にて、活
動報告を実施しております。

株式会社フィールズ



愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている。

ユニット会議などで話し合い、困り事
は共有し、改善につとめています。

研修をもうけたり、未経験スタッフに
は教育担当を配置し、トレーニングを
重ねています。

スタッフとコミュニケーションをと
り、悩みの共有改善につとめていま
す。

本人にストレスを与えず、主訴をよく
聞き実施しています。

ＧＨ連絡会・ケアマネのネットワーク
に参加しています。

株式会社フィールズ



愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている。

問い合わせには早期に対応し、専門職
としての助言もおこなっています。

連絡を密にとり、信頼関係の構築につ
とめています。

ご家族に協力をいただき、定期的な面
会、外出外泊をすすめています。

家事参加などの機会をもうけ、一緒に
暮らす環境を作っています。

ご本人が生きがいにしていたサークル
などに出席してもらうよう配慮してい
ます。

株式会社フィールズ



愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている。

仲の良い方達とは仲良く、不仲の方達
とは関係が悪くならぬよう配慮してい
ます。

ケアプラン更新時などに、ご本人から
意向・意見は聴き取りしている。

退居された方の転居先に来訪し、状況
把握につとめています。

カンファレンスなどで、把握してい
る。

プラン更新時など、”生活歴アセスメ
ント”とし、ご家族から情報をえてい
る。

株式会社フィールズ



愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している。

介護計画に実施があった時は、個人記
録に書き、効果を観察している。

現場スタッフにもモニタリングを実施
してもらい”ＣＭ主導”でない介護計
画作成につとめていある。

近隣へのドライブや散歩、特にフラ
ワーガーデンに散策にいき、季節のお
花などを鑑賞し楽しまれております。

入居者の変化に応じて、ご家族に助言
をいただいて柔軟なサービス提供をお
こなっております。

往診、訪問歯科は”ホームのルール”
としてでなく、契約制であると伝えて
いる。
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愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている。

主冶医からの指示を情報共有したり、
専門職としての見解をきいている。

往診医よりの意見などをもとに、ご家
族に今後の方針や、今後起こりうるこ
とを伝え方針を共有しております。

特に管理者が実施しております。入院
時は看護サマリーを渡しております。

ユニット内で災害対策をおこなった。

研修などで緊急時の備えをおこなって
いる

株式会社フィールズ



愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている。

スタッフ主導で考え、本人の意思を聴
き取りしていない事がある。

集団生活を習慣づかせず、個別ケアの
実施につとめている。

最低限のものしかおこなえていない。

ホーム主導の考えでなく、本人のライ
フスタイルにもとづいた計画をしてい
る。

趣向を把握し、嫌いなものは、禁止食
としている。また、家事参加の場は適
宣提供

株式会社フィールズ



愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている。

つとめてはいるが、個人の趣向や、好
き嫌いもあり、完全ではない。

適した物品の検討・見直しをおこなっ
ている。

毎食後はおこなっていない。

訴えがない方も多く、スタッフ主導で
考えがち。

薬に頼ってしまっている。

株式会社フィールズ



愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している。

薬剤師と連携し、出来ている。

プライベート確保と伴い、生活の場と
して提供している。

ホームに閉じこめるような対応はおこ
なっていない。

”やってくださる人”のみ限定であ
り、一人一人には実施できていない。

自己管理希望の方は、ご自分で管理し
ている。

株式会社フィールズ



愛の家グループホーム　小田原久野

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している。

家族・友人への電話は、とがめたりせ
ず実施できている。

食席にも配慮し、気持ちよくすごせる
ようにしている。

シンプルさ、清潔感・整理整頓を心が
けている。

スタッフ主導の物品配慮でなく、尊線
の確保・スペースの確保につとめてい
る。

散らかっている時も、本人の部屋とし
て尊敬し、本人の好きなようにしても
らっている。

株式会社フィールズ



　（別紙４（２）） 事業所名　愛の家グループホーム小田原久野

目標達成計画 作成日：　平成　26　年　10　月　13　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1

全職員の地域交流に対しての理解不足がみ
られるため、ホーム内でのレク活動のみの
実施となっている。そのため地域への発
信、地域活動への参加等が不足しいる。

地域交流の理解を深め、管理者からのみ
発信にとどまらず、全職員からの発信に
なるようにする。

・幼稚園・小中学校に出向き、ホームの存在
を伝える。
・スタッフ主導でボランティア受け入れや地
域行事に　　参加

12ヶ月

2

開設から1年がたち、業務は遂行できてい
るが、プラス（レク、傾聴）が足りていな
い。充実した日々が提供できるよう努力し
たい。

全職員の積極性の向上 ・月間行動表（年間スケジュール表）作成。
・全職員の得意行動の実施。
・８月に１年間の活動を報告発表する機会を
設ける。

12ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して
取り組む具体的な計画を記入します。


